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埼玉県知事　大　野　元　裕

　未来につなぐ、
　　日本一暮らしやすい
　　　　　　埼玉の実現へ

　明けましておめでとうございます。

　公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会会員の皆

様には健やかに令和４年の新春をお迎えのこととお

喜び申し上げます。

　また、日頃、県政の様々な分野で多大な御協力を

賜り深く感謝申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症の流行は、世の中の在

り方を一変させましたが、先人たちが力強く埼玉県

を発展させてきたように、埼玉１５０周年を契機に、

より良い埼玉へと新しい一歩を記していくという強

い決意の下、新年を迎えました。

　皆様には、感染症対策への格別の御理解と御協力

をいただき、改めてお礼を申し上げます。今後の感

染再拡大に備え、引き続き、強い危機感と緊張感を

持ちつつ、ポストコロナを見据え、感染症と共存で

きる強い埼玉県経済を構築してまいります。

　本県は今、新しい生活様式や新たな社会への変

革、今後迎える人口減少・超高齢社会など大きな変

化の時期を迎えています。

　私は、激動の時代に未来を切り開いてきた渋沢栄

一翁の高い志と不屈の精神を受け継ぎ、誰一人取り

残さない「埼玉版ＳＤＧｓの実現」に向け、自らの

信念を貫き、全力で取り組んでまいります。

　さて、県では埼玉県ＤＸ推進計画に基づき、昨年

１２月に具体的な取組や工程を示すロードマップを策

定しました。社会全体のデジタル・トランスフォー

メーション（ＤＸ）の実現は、産業や暮らしに大き

な変革をもたらし、生活をより安心・安全、便利

で、豊かに変えるとともに、様々な課題を解決する

大きな可能性を秘めています。今後、官民問わず様

々な分野で変革を促すＤＸを重点的に推進してまい

ります。

　また、東京２０２０大会のレガシーとして、更なるス

ポーツの振興や国際交流、ひいては共生社会の実現

などを次代へつないでまいります。昨年１１月の県主

催のボッチャ大会に私も参加しましたが、障害の有

無に関わらず楽しめるスポーツです。このような取

組を通して互いを理解し、共に支え合う気運が高ま

ることを期待しています。

　今年の干支「寅（虎）」にあやかり力強く勇気を

持って、皆様とともに「ワンチーム埼玉」で、誰も

が自分らしく活躍できる「日本一暮らしやすい埼

玉」を目指してまいりましょう。

　結びに、貴協会の益々の御発展と会員の皆様の御

健勝、御活躍を心から祈念申し上げまして、新年の

御挨拶とさせていただきます。


